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伊藤一彦先生のご退職にあたって
宇都宮大学国際学部教授、伊藤一彦先生は、20 年 3 月末日をもって定年退職されることになりました。
宇都宮大学国際学部、大学院国際学研究科に対する先生の長年のご貢献に対して、この誌面をお借りして、
心より感謝を表したいと思います。
伊藤一彦先生は、9 年（昭和 2 年） 月に東京都目黒区自由が丘でお生まれになり、9 年に東京大
学教養学部教養学科国際関係論分科をご卒業されました。9 年に同大学大学院社会学研究科国際関係論
専門課程修士課程を修了し、国際学修士を取得されました。さらに、同博士課程に進まれ 9 年まで同大
学院に籍を置きご研究に励まれました。9 年から 99 年まで国立国会図書館に赴任され、この間、閲覧部、
調査立法考査局外務課（国際政治担当）、調査立法考査局調査連絡課（課長補佐）、専門資料部政治史料課（課
長）において要職を歴任されました。
そして、99 年  月に宇都宮大学国際学部の教授として奉職され、999 年  月には同大学院国際学研究
科修士課程（現博士前期課程）担当の教授として、さらに、200 年  月には同博士後期課程担当の教授として、
本学の教育研究活動に多大な貢献をなされました。
国際学部では、「近現代中国論」「国際政治論」などの科目を担当されました。日本・朝鮮半島・中国、
さらにはモンゴル・ロシア極東地域を東アジアと位置づけた上で、これら諸国・地域の特殊性、相互の関係、
世界全体・他地域との複雑で錯綜した関係について、かみ砕いた分かりやすい説明を通じて、学生の関心
を引きつけて止まない講義を毎年展開されました。
大学院国際学研究科でも「東アジアの国際関係と地域」などにおいて、日中競争関係という新たな状況
を踏まえつつ、複雑化した問題を過去に遡って考察し、望ましい関係を作り出すためにはどのようなアプ
ローチが可能なのかを、多角的かつ真摯に追求し続けてこられました。
特筆すべきは、東アジアの関係史を織り交ぜつつ、諸国が抱える課題を改善していくための道筋を探る
ために苦闘なされる伊藤先生を慕い、多くの留学生が毎年集まってきたことです。とくに大学院では中国
の留学生を中心に伊藤研究室で学び、ここから世界へ巣立って行った院生は数多く、その意味で伊藤研究
室は大学院国際学研究科の屋台骨であり続けたといえます。
研究者としての伊藤先生につきましても、精力的な執筆活動を通じ、目を見張る数々の業績をあげられ
ました。たとえば、共著『世界の政治改革』（992 年） においては、中国共産党による統治が官僚統制の強
化と政治の硬直化をもたらしたため、さまざまな政治改革をめぐる課題は残ったことを指摘されました。
また、近年の共著『中国年鑑』（200 年）では、世界的に生産量が伸び悩んでいる中で、中国の需要増大
が近年の原油価格高騰の一因となっていること、そして、中国は石油供給源確保に努めているが、ペルシャ
湾岸など既存の産油地域は、日米など先進国がおさえているため、中国はアフリカ等へ進出することを指
摘されております。
いずれのご指摘もまさに現在の東アジアにおける諸国間関係の主要課題に連なる慧眼であります。一方
で、伊藤先生の学問の視座には、常に未来志向があり、これからの東アジアにおける諸国間の協力関係の
構築を追求している点では一貫していて、このような研究者としてのスタンスを継続されてきたことに敬
服せざるを得ません。また、伊藤先生は学外での教育研究活動でもご活躍され、栃木県公務員研修講師、
本学生涯学習センター、宇都宮市市民講座、放送大学等の講師をお務めになりました。
伊藤一彦先生の宇都宮大学国際学部、国際学研究科への長年の貢献に心から感謝申し上げます。
国際学部国際社会学科長　中　村　祐　司
